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所謂喰腎血識症の 2 例

石川 道 雄

名古屋大学医学部解剤学教室

（昭和33年 11月15日 受領）

H. Miyake & J. Scriba (1803）が初めて 11木人のー

血尿繊維乳陵尿患者の尿中からダニ類の虫体を発見し，

をれを腎内に寄生する喰腎血議 Nephrophagussangu-

:inariusと命名して報告した。 その後尿中のみならず糞

便，胆汁3 略疲中からも本誌が証明され，その臨床報侍

例は；多い。木誌が寄生的病原性を有するか否かについて

は今日に到るも，なお明らかでない。私は最近木識の腸

内寄生の 2例を経験し，をの寄生的病原性を検討し，い

、ささか所見をえたので報告する。

症 例

症例 1. 

'(]-Of言o,20歳 (llR和12｛ド 5月生〉，男， lお科医科大学

／生，下宿地，千葉県｜行川iif' ¥i ~；；郷地 ， 名古屋市西区

初診 ：nm¥n33年8刀16円。

家政府j：同胞 5人（合合平合平〉中の次男て，父は再

生不能性貧血て，日’ド作49）授で死亡し，母は日下腎炎て加

療中である。兄は次例のように本症に擢思する。妹，弟

は健在てもる。

既往症 ：71三年 2月鈎虫の完全！駆除をする。

主訴 ：Jl寺ノ〈右側腎臓部の鈍痛，心↑手元進，常時軟便て

肥えられない。

現症 ：体陥中等， 栄主中’宰， 皮屑に貧血の特徴はな

い。舌は潤，舌苔はない。頚腺は小豆大に触診できる。

胸部は異常ない。腹部は廻百部にグノレ音色聴取するほか

に著変はない。膿反射は正常，血圧は最高 120mmHg

最低70mmHgである。

尿 ：蛋白〈＋〉，糖（ー），:7ロピリノ、ーゲン（＋〉，比

丑1025，沈池 ：少量の赤血球，｜’i血球，多数の上皮細胞

の他に，生きた喰腎血蒜をみる。

MTCHIO ISHIKAWA ・ Two cases of so-called 

nephrophagiasis (Department of Anatomy, Faculty 

of Medicine, Nagoya University) 

糞便 ： 有j協， J歌、便て塗1~~（ど生きた所剤投腎血諒及びを

の虫卵を多数認めた。潜血反応は陽性てもる。

血液 ：赤血球数」15.000，白血球数7.600，白血球目分

率 ：好中球38%（後付髄球1%，梓状型11%，牙節型26

% CJ[ 11%, Tif 11%, IV 4 %）），好酸球 2ヲo，単球 5%

リンパ球55% （大 9%，小46%）。

症例 2. 

育o-o,22歳〈昭和10年 9 月生〉，男， ！~~－科医科大学

生，住所はUH例と同じ。

初診 ：昭和33年8月17口。

家扶伊ならびに既往症 ： 第 1 例の兄て， II与え店 l~t腺炎

に擢思する以外は者曹はない。

主訴 ：白党症状はない。

現症 ：イ制作中勺：，栄長良，皮膚に賛血の特徴はない。

舌潤，舌苔はない。胸部，腹部，反射に異常がない。

尿 ：'.ttt内（一〉，糖（ー〉，ワロピリノ ーゲン〈＋〉，比

丑1023，沈涜 ：少是の上皮細胞がちる。

糞便 ：有形，問く ，消化は不良て，生きた所ii円喰I汗血

主主ならびに多数の虫卵を認めた。 潜血反応、は陽性てあ
、ヲ

c。
血液 ：赤血球数490.000，円血球数7.900，円血球85子

率 ：好中球59.5% Cl：早状球 9%，牙自j）型50.5% CII18% 

前17.5%，日714%,v 1 %）），好酸球 1.5%，単球 1.5

%， リンパ球37.5% （大 4%，小33.5%）。

両症例の経過

i1.D例は尿及び長使，m2例は糞便からブミペ生識を芳

見し之のて，先づ経口感染の疑をもって，n円和33年8JJ

17日，摂取食物の厳弔なる調査を行った。その結果，白

味噌の中に木識の成虫，幼虫ならびに卵を発見した。そ

のため， その味噌を廃史し， 食器の厳111な消毒を行っ

た。 以後，食物をの他に合識しないととを確めた。

をの後の糞便ならびに尿中の出現の状況はお1友に示
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従来，糞便中に本揺が証明された臨ば例は釘 2J;l之に示

すようであるが，木識の病原性の有無については今日に

到るもなお明らかでない。
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すように減滅した。との間，両患者の便通は夫λ：1日1

行，叉駆虫剤は投与されていない。
表2 第

状

劇腹痛，血便

黒色テ ーJレ様便

貧血

食欲不振，心博元進，貧血

一時的腸内寄生を証明

何れ も30歳以上の女性

虫回虫駆虫剤に影響されな＼／＇•

一時性腸内寄生

偽性寄生虫

活動性体内寄生虫

腸内にて産卵

病原性なし

下痢，ザローJレにて駆除

腸内寄生を否定

腸炎，消化不良

駆 除しないときは再発生

下痢

家兎実 験

病原性寄生虫

症

大石房次郎 1894 

芳賀栄次郎 1894 

原田元次 1909

竜 野清 1909

Tieche 1910 

田中 義雄 1912

今井 潔 1912

北村勝整 1915
粟為ロ
Reye 1919 

1919 
Westphalen 1924 

金 俊胴 1924

Wertheimer 1925 
三浦操一郎

1926 
川井銀之助
Schelcher 1928 

井田 博 1936

橋本喬，他 1936 

野平安芸雄 1936

田中 宏 1938

藤 井 隆 1940

例数

2

1

1

3

5

4

1

幻

6

1

1

1

m

1

1

M

m

1

1

8

報告
年

者告報

本蒜が真の体内容生であると とを否定する学者 （Reye・

Wertheimer, Schelcher等〉の根拠とするととろは，健康

者の尿及び糞便中から木訟を発見しても＆その摂取食料

品中からも本識が証明される乙とによるのである。併し

三宅 ・Scribaが発見提唱した Nゆhrophagussangu-

inarzusは岸田 (1923）によると，動物学上 Tarsonemi

daeに属するもので Tarsonemussanguinarz切 であると

いう。所謂喰腎血忍として人尿，人糞その他に出現する

誌は次のようである。 即ち尿中からは Trasonemidae

〔（i)T. sang1uinarzits Miyake et Scriba 1893, ii) T. 

lattissz初usKishida 1923, iii) T. hominis Dahl）〕 ；Tylo-

glyphidae ( i) T. longior, ii) T. ovatus var minor 

Kishida 19 23, iii) T. farinae〕； Caゆoglyphusalienus 

T.d. Haan 1906, Tetranychina tuberculata K. Kishida, 

Cnemidocoptes mutansが認められ，糞便中からは Glycz》・

hagus domesticus, Glyczphagus p仰 nonum,Tyroglyρhus 

farinae, Acarus dysente1官e, Tarsonemus sanguinari'us 

が認められている。

本症例は両例とも Tarsonemidaeに属するものであっ

た。 木揺は胴長約 250μ，幅 120μ て， 円筒状を呈し，

前方は梢々急に，後方は徐々にほをる。 限は 1対，歩脚

は前後左右の 4群に牙けると とができる。 脚端には爪を

をなえる。 胴並に脚には長短の剛毛を備える （箆 1図〉。

卵は楕円形て，姻虫卵よりはるかに大きく ，約90μ ×

50μ を算し，卵殻は 1層ときに 2層て，卵殻内は頼粒状

物質て満たされる cm2図〉。
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Cれらに対して実験的の！日拠があるわけでなく ，最休の

存否にのみとらわれ，血液所凡， をの他の一般状態に社

ずる詳細な研究はされていない。藤井（Hl40）はとれ乍

の点を詳細に研究し，木嘉の病原性宅確認した。なお阿

部（1949）は家兎試食実験を行い，喰I汗血嘉を試食しと

後に，をの大半ば 1～ 2日円にUJ便中，一部ほ種間の如

何に拘らず 8～ 6日目に尿中に確実に出現し，剖見所見

からも識は一時的及び持続的に内部寄生を営むととを明

らかにした。叉消化管から尿路への移行経路としては腹

腔内及び心臓血内に発見される例数が僅小て確実ではな

いが，主要な道路として血中から腎孟乃至をの隣接部位

むと運ばれて該部を穿通，尿路に下降する可能性が多いこ

とを認めた。

本症例においては，合蒜味噌摂取を遮断したととろ，

糞便中ては 9日後，尿中ては16fl後においても，なお虫

体叉は aとの一部が証明されたととから，体内寄生が可能

であるととが；図像できる。

むすび

合喰腎血蒜白味噌段取により惹起された喰腎血誼症の

2症例を報告した。第1例〈尿及び糞便中の生識を証明

〉は該味噌段取遮断後，尿中ては16日，糞便中ては 9円

後においても ， 叉第 2 例（~便のみに生識を証明〉は 5

日後においても，なお木訟を証明した点から，本貫通は－

II寺的腸内寄生が可能であることを認めた。

御校聞を賜った戸苅教授に深謝いたします．

本論文の要旨は日本消化機病学会東海地方第 14回例

会に発表した．
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Summary 

In this paper the author repo吋stwo cases of 

nephrophagiasis due to Nφhrophagus sanguinarz'us 
occurring in 'misぶ（beampaste). 

In the first case, aged 20 years medical student, 

showing the living tick in its urine and feces, ticks 
were found at 16th day in feces after taking of 

beam paste. In the secondαse, aged 22 years male 

student, showing the living ticks in only its feces, 

they were recognized at 5 th day in feces. These 

facts above-mentioned indicate the possibility of 

their temporary parasitism in the human intestine. 




